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室田 　保夫　江戸幕藩体制が崩壊し、明治期を迎え文明開化が訪れたが、視覚に障害のある人への対策は、これまであった当道座などの生活防衛的な自主組織も解体され、新しい近代的な形に変容せざるを得なかった。明治中期頃から私立の盲（唖）学校や訓盲院等が各地に創設され、主に基礎的な教育と彼らの職業訓練の場として位置してきた
。しかし彼らはここを卒業したとはいえ、更なる
高等 、大学等で学ぶ教育からは疎外され 。そうした中、一八八九（明治二二）年に創立された関西学院は、戦前から視覚に障害のある学生を多く受け入れてきた実績があり、それは高等教育機関における当時の実情から鑑みると、きわめて注目すべき事実である。
　関西学院でその先鞭をつけたのが大正初期、神学部で学んだ熊谷鉄太郎である
。熊谷は好本督
の援助を受けながら 学で んだ後、 「盲人伝 」の道を志すことに る。そして当時、大阪市盲唖学校で学んでいた岩橋武夫と出会うことになり、岩橋も関学 門戸を叩くことになる。岩橋は実家に点訳機を設置し りして 視覚障害者福祉 ための運動 関西学院学生時代から始めていった
。
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　岩橋は関学を卒業後、大正末期にイギリスのエジンバラ大学に一年半、その後ロンドンを中心
にして約半年間、イギリスの視覚障害者の為めの支援事業と実態を視察、調査して一九二八年に帰国することになる。そして母校関西学院の英語の教員として研究と共に障害者のための福祉活動を継続的に行っていく で調査したことは福祉の専門誌である『社会事業研究』に論文として発表し、そし 『愛盲
―
盲人科学ＡＢＣ』 （日曜世界社、一九三二）という著作をとお
して先駆的な福祉の実情にも触れている
。さらに昭和初期、 世界ライトハウスの生みの親、 マザー
夫人が来日し、それを契機にして日本でのライトハウス運動は岩橋をして、一九三五年に世界で一三番目のライトハウスの設立 結実せしめたのである。
　関学は学院側の理解と支援もあり、岩橋の関学教員就任後に多くの視覚に障害のある学生を受
け入れていくことになる。そこにはキリスト教主義を標榜する 学の教育方針があり、またＣ・Ｊ・Ｌ・べーツの「
M
astery for Service 」の精神が存したことも無視できない。そして実際、そ
の柱となったのは岩橋である。すなわち関西学院で教鞭を執りながら、学生たちにその道の開拓者となるように教育もしていった 関学に集い岩橋の謦咳に接し 人物として大村善永、本間一夫、瀬尾真澄、下沢仁、高尾正徳らを挙げる とがことが き
。大村善永は「満州」で盲学校
を設立し、また終戦後は東京でシロアム教会を創設した。また本間一夫は東京 日本点字図書館を設立する。下沢仁は本間の点字図書館の仕事の同労者 なった 、瀬尾真澄は故郷大分で視覚障害の人々に対する事業で貢献した。
　ここで紹介する高尾正徳は戦後、故郷の島根県でライトハウスを立ち上げ、また中央の日本盲
人会連合の会長としての重責を果たした人物である。ところで高尾については上記の関学 出身
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者として、 その先鞭をつけた熊谷鉄太郎、 大きな業績を上げた岩橋武夫、 そして本間一夫らに比し、井口淳「今も出雲に咲いている花」 『昭和に生きた盲人たち』 （一九九三）や吉田トキ江「先達に学び業績を知る 　今も人々に生き 希望を与え続ける高尾正徳」 『視覚障害』 二六三号 （二〇 〇）で触れられている以外、これまで十分に高尾について研究がなされてこなかった。吉田は高尾の事業の同労者として、また身近に彼の背中を見てきた人物像を記している。し し両論文とも紙幅の制限もあり、 簡単な伝記の域を出るものではなかった。ちなみに出身大学の『関西学院事典』には紹介されていない。ただ高尾には追悼文集として高尾正徳先生胸像建立委員会編になる『光をもとめて 　高尾正徳先生を偲ぶ』 （島根ライトハウス、一九九二）がある。押し並べて高尾についての史料は少ないが、この著作には彼 簡単な自伝も掲載され、また多くの人達の追悼文らなっており、彼の業績や人となりを知 上に於いてきわめて貴重 ものとなっている
。
　この小論は高尾正徳という人物について、今回渉猟した史料を利用して、その生涯を辿り彼の
足跡をみていくものである。ただ、まだ史料蒐集等を含め十分でなく、高尾とそ 周辺につ ては今後も調査を継続していかなかればなら ことはいうまでもな 。そのための基礎作業として生涯に渉る彼の事績を概観することが、当初における小論の目的であ一、誕生、養子、そして帰郷◆誕生と養子
　高尾正徳は一九一五（大正四）年一二月二一日、島根県飯石郡飯石村（現三刀屋町）多久和に
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生まれた
。父は萬之助、母はヂンで生家は農家であり、一〇人兄弟（男七、女三）でその五男で
あった。一八年三月、三歳の年に松江市嵩山の本覚寺（島根県松江市上東川津町四三七）の養子となる。本覚寺は曹洞宗の禅寺であった。養子に出された理由はその寺に叔母が嫁いでおり、また五男というように男の兄弟が多く、 かつ本覚寺に子供がいなかったからと推測できる。 したがって実の両親から幼少期育てられたわけではない。寺の養子となっ ことから、自然に寺の中で育ち、そういった環境の中で暮らしていくことになる 父たる和尚は三〇代後半で、人望 篤く、いろいろな役員を引き受け、檀家の些細な問題 相談にも応じて多忙 毎日を送っていた。小学生になって日曜日にはお経を学び、寺では「
小こぼ
坊
」と呼ばれ、三年生の頃には法要や法事等に駆
り出され、高尾自身「豆小僧の役」を勤めたと述懐している。
　高尾にとって実家から養子に出されたとはいえ、義理の両親は「本当によいお父さんであり、
やさしいお母 んであった」 （ 『光をもとめて』一三頁）と回顧しているよう 、血は繋がっていなくとも素晴らしい家庭環境のもとで起居し育てられたことは幸福 あったと言える。正徳の義父に対するエピソードとして げ いる一つを紹介しておこう。それは高尾が和尚に嘘をついたことに対する時のことである。小学校三年生だから、一〇歳く いの思い出 ろうか。
　　和尚さんは、しばらく黙ってうつむいておられたが、やがて、すっと立って本堂の方に行か
れた。仏さまを拝まれるお経の声が聞こえてくる。私も、 恐る恐る本堂に行き後ろに座った。いつものお経とどうも違う。 が終ると、和尚さんは涙声で、 「こんな子供に育てた私をお許しください。いたらない私をどうぞお許しください」と泣いておられ 。……略……大声で泣きながら和尚さんに抱きついた。和尚さんは私の頭を撫でながら「いやいや、わしが
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迂闊だったよ、わしが悪かった。嘘をいうななんて教えたことがなかったからな、ハッハッ……」私が涙を拭いて坐りなおすと、私の方に向きなおって、 「小坊、じゃあ覚えておきなさい。正直は一生の宝という言葉があるということを」
。
　かくて高尾は「爾来、今日まで私の心の弱さを時には戒しめ、時には叱咤激励の警鐘となって、
この耳に和尚さんの声が聞こえてくる」 （ 『光をもとめて』一四頁）と記している。義父はこうした人間としての生きる基本的な とを叱責するということではなく、自己の問題として、あるいは親として、もしくは宗教者の課題とし 捉え、教え諭していったのである。その真摯な気持ちを幼いながら高尾は感じ取り、感謝の念を忘れなかった。そ 寺から川津小学校に通うことになる。
　川津小学校の沿革史によれば、学制が発布された翌年の一八七三（明治六）年に西川津民舎に
設置、一九一九（大正八）年には島根県八束郡川津村尋常高等小学校と改称されている。本覚寺からはかなりの距離があったが 元気に通学していたのだろう。ちなみに小学校の同窓生は当時の高尾を「思えば遠い昔、高山の麓 本覚寺の住職をお父様 四年の間、上川津から小学校まで山を越え谷を渡 、肩から鞄をかけて友達 手を取られて私の家の前を通われた子供 頃の姿が、今でも鮮明に頭に浮んでま ります」 （ 『光をもとめて』八二頁）と回顧している。◆視力の低下 帰郷
　こうした幸福な少年時代を過ごし、順風満帆な人生を送っていたが、思わぬ災厄が待ち構えて
いた。高尾は川津小学校 四年生の春ごろから視力の低下を来た 、予想だにしない不幸に見舞
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われることになる。その時、絶望に打ちひしがれている高尾に対し、養父は「小坊、おまえも目が悪くなってたいへんだな。でも、仏さまは、私たちにもう一つの目をくださっているのだよ。それは心の目だ。肉体の目は見えなくなっても、 心の目を大きく開いてよ 向こうを見つめ、 真っすぐに進むのだ。必ず立派な人になれよ。お父さんも仏さま よくよくお祈りしてあげるからね」（ 『光をもとめて』一五頁）と高尾の手をとって、 「心眼」の存在を懇々と諭したということである。しかしこの養父も、高尾が目を患って間も く他界することになる。この養父を失ったことが、視力の低下のことよりも彼にとっては大きな悲嘆 あった。そして五年生の夏になって、目の病気と和尚（養父）の死去に伴い、彼は故郷 飯石村に帰り 二学期から地元の小学校に通うこととなるのである。そこは実の両親が起居し、 兄弟たちと一緒の暮らしが待っていた。一九二五年、大正末期の夏のことである。
　彼が通うことになった飯石小学校は一八七四（明治七）年に島根県第一九中学区多久和小学
校として創立され、寿福寺本堂を仮校舎として開校した。その後、飯石小学校となっている。一九〇九年五月には木造の立派な校舎が、 し 二七年には二階建ての校舎が建立され おり、高尾はこの校舎で学んだ。ちなみに小学校 先輩 長崎で被爆し多くの著を上梓し 平和運動に情熱を傾けた医者永井隆がい
。
　高尾は「教科書も読めない程に落ちた視力では、中学 とても無理。進学を断念し、高等科に
席を置かせてもらい、一応卒業証書だけはもらって、暫く家にいることとなった」 （ 『光をも めて』一六頁）と回顧している。飯石小学校 記録によれば、高尾の卒業は一九二八（昭和三）年三月になっている
。したがって高尾は一三歳の時に、飯石小学校を卒業したのである。しかし卒
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業した高尾は実家にて、農作業や養蚕に多忙な母に代わって炊事や洗濯等の用事をする日々を送ることになる。つまり卒業後は家事という役割が与えられ、大阪に出る一九三三年までの数年を過ごす のである。しかし彼の心にはこうした生活に対する忸怩たる想いがあったと推察される。二、大阪府立盲学校時代◆転機ー賀川豊彦との出会い  母の代理的な仕事、炊事当番等の家事に明け暮れる高尾の生涯に大きな転機が訪れることにな
る。彼の記憶からすると、 それは一九三二 （昭和七） 年の晩秋のことである。 「神の国運動」 でもって山陰地方を訪れていた賀川豊彦の講演を木次の地で兄と二人で聞いた 偶然とはいえ、 賀川の講演こそが高尾の人生を大きく変えたといっても過言ではない。賀川 「神の国運動」の一環として全国を講演し まわっていた だが、たまたまこの年の秋に島根県の奥出雲地方を歴訪する機会を持った。  そもそも「神の国運動」
とは、一九二八（昭和三）年春、キリスト教の聖地エルサレムで世界
宣教大会が催されることになり、 日本基督教聯盟の全国基督教協議会は「社会信条」を制定した。翌年四月には国際基督教連盟会長モット博士が来日するのを機会に日本基督教聯盟主催 特別協議会が持たれ、賀川豊彦案に基づき、全国伝道運動が計画されること なる。同年一一月六日と七日に東京本郷中央会堂においてその創立総会とも称せる第一回 全国協議会が開催された。そ
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してプロテスタント各教派は一致して、 「神の国運動」を展開していくこととなったのである。そして翌一九三〇年より、日本各地においてその運動が組織され、大々的に展開されていった。同年九月二日から四日かけて御殿場東山荘において第二回全国協議会が開催され、九月四日付「宣言」が発せられている。この運動は社会、農村や都市に入ってキリスト教を生かして行くことが、多くの課題解決につながって行くという方針であり、超教派の多数のキリスト者が動員されていった。こ 運動についての機関紙が『神の国新聞』 （週刊紙）であり、これは『明星』を改称したものである。◆賀川の木次での講演
―
「体で祈る」
 
　当時の『神の国新聞』を紐解いてみると、賀川執筆の「山陰地方神の国運動」という報告があ
り、そこには一九三二年一〇月九日から一九 まで 伝道活動が掲載されている
。賀川は九日に
岡山から伯備線で松江に到着する。松江と米子 て講演会をもち 一二日、再度松江着 島根半島の秋鹿村の信用組合を訪問 、対岸の宍道町に出、自動車にて木次に向かっている
。難波力の
宅で二五人の人々と「キリスト教の教訓」を学んだとあり、夜は木次座にて 般集会、七五〇名の参加があったと記されている。また難波力は「島根県木次神の国運動」
という表題で、賀川の
講演について以下のように報じている。
　　当地日本協同教会は参加の予定なりしも、賀川氏と信仰上に根本的相違ありとして、主催、
援助をなさず、イエスの友会員として、難波司会、義侠的に青年団の援助あり、又仁多郡横田村（当地より八里）の救世軍の戦友八名予期せざるに、当日援助せらる。神の伏兵御
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用意を感謝す。
　　午後二時 　キリスト伝の教訓　　場所 　難波力宅　　出席者 三十名　　午後八時 　於木次劇場 　会員六百十名　この木次劇場での会は、司会難波力の下で行われ、賀川は「甦生日本の精神的基礎」という演
題で講演した。文中の横田村の救世軍の戦友とは、救世軍横田小隊からの派遣であろう
。おそら
く高尾は兄とこの夜の木次劇場で 講演会に参加したものと推察され、時期は一〇月一二日のことである
。講演内容については記録がないため、高尾の思い出から賀川の講演を聞いてみること
にしよう。
　　皆さん、心の貧しさは罪悪につながります。庶民を貧困から脱却させるためにと、権力者は
戦争という手段に出る。個人も社会も恨み、憎み、争い、お互いに潰しあい、さながらにして生ける地獄。残念ですがこれが現実の姿です。これであっていいでしょうか。明るく豊かで楽しい生活を夢みたことはありませんか。今、私たちが住んでいる、生活しているこの社会に天国を、この 上に祈り 愛と連帯によって神の国を創造しようではありませんか
。
そして賀川は祈るだけではなく「叩けよ、さらば開かれん。この手で叩くことによって、初めてドアが開かれるのです。心 祈る 共に体で祈らね なりません。実践 す。行動です。皆んなで手をつなぎ、肩を組んで愛の実践に立ちあがりましょう 神の国の実現をめざして」 （ 『光をもとめて』一七頁）と述べたという。賀川独特のアジテーション的演説であったかもしれないし、
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正確に講演内容を再現しているかの確証はないが、賀川のこのような声が高尾はもちろん兄の心にも響いたのである。  後日何回もこのことを回顧するが、 「心で祈る」と共に「体で祈る」という教えが高尾の琴線
に触れ、彼はこの教えを生涯、座右銘の如く心に刻んだのである。講演の正確さ云々よりも、彼の心中に刻まれた 言葉の記憶が真実でなかろうか。そして翌年三月、家族の反対を押して兄と共に大阪 出る決心をする。兄は西宮の賀川 主催する一麦寮に、高尾は賀川 教会に行き、そして大阪府立盲学校の門 叩くことになる。まさに賀川 進言によって新しい扉を己が手で開いていくこと なった。ちなみに関学の一年先輩に当たる本間一夫も、函館盲学校時代に函館来た岩橋武夫と熊谷鉄太郎の講演を聴き、関学へ進む決心をしてい
。人は往々にして心に響く
言葉によっ 人生の指針や生き方を学ぶ場合がある。こ 高尾兄弟の場合も琴線 響く言葉の力の証左なのかもしれない。二、大阪府立盲学校時代◆大阪府立盲学校入学  かくて高尾は一八歳の春、 「親の心配を押し切って」兄と共に大阪に行き、希望どおり大阪府
立盲学校（現大阪府立視覚支援学校）に入学する 府立視覚支援 校所蔵 史料によれば、高尾は一九三三（昭和八）年四月、中等部 鍼按科に入学し、四年間の学び 終えて一九三七（昭和一二）年三月二二日に卒業する。すなわち四年間、盲学校で学ぶことに るのである
。
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　大阪盲学校は一九一四（大正三）年一〇月、吉田多市、志岐与市の両氏によって大阪市西区北
堀江通四丁目に大阪府の認可を受け大阪訓盲院として開設されたことに始まる
。 一九二四年四月、
「盲学校及び聾唖学校令」によって盲学校として文部大臣より認可された。一九二五（大正一四）年三月、大阪市天王寺区 道四丁目（現大阪教育大天王寺キャンバス）に移転し、社団法人天王寺盲学校と改称される。一九二八年三月には 府に移管され、大阪府立盲学校と改称されることになった。戦後は一九四八年四月、小学部の義務制実施、中学部と別科を廃し、中学部 高等部（理療科、音楽科、別科〔あん摩科〕 ）が設置される。二〇〇八（平成二〇）年四月一日、学校名を大阪府立視覚支援学校に改称されるが このように大阪府立 学校は一〇 年以上の歴史を有する学校である。
　高尾が入学したのは一九三三年四月であり、大浦正三校長時代であった。翌三四年一月に児童
生徒の実態調査が行われている それによ ば初等部七四名、中等部鍼按科一六五名、中等部音楽科四名、別科五名、研究科五名、合計二九四名（男二〇 名 女九〇名）で他 県出身者は一一七名である。通学二三〇名、寄宿舎六四名である。三 〇 近い大規模校 あり、その四割が他府県出身者で占めていた。 きな事件としては同年 月 一日に室戸台風によって校舎の屋根や天井壁等が大破、大被害を受ける。一九三五年五月、大浦校長の死去に伴い、六月に樋口謹一 （新潟盲学校） が校長職に就く。 は 「盲人野球」 「相撲」 等のスポーツ も力を入れておりまた弁論大会においても優秀な成績を修めている。例えば三 年六月一五日 庶務日誌には高尾の活躍が「尚校内の弁論熱は依然として旺盛で、 盛に一般学生の大会 も出場して優勝している。……略……高尾正徳君（大阪商 大学にて優勝）などが大活躍した。中 も、高尾氏は国語調
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情熱的弁論を行い一般人の注目をひいた」
 と記録されている。
　このように高尾の弁論の才能はこの盲学校時代にすでに頭角を現しており、関学入学後も弁論
部に入部し更なる磨きがかかることになる。◆盲学校での生活  盲学校時代、高尾は昼間は学校に、そして夜は治療院で働き、 「流しあんま」をやって生計の
足しとした。また近くに夜間の英語学校（天王寺英語学校）があり、そこで学びたい欲求に駆られる。 か 寄宿舎は、夜間は外出が禁止と う規則があったが、石黒藤九郎教師が熱心に学校側を説得し、許可されることとなる。この石黒の行為に対して、高尾は生涯感謝の念を忘れていない
。
　高尾は盲学校で富山出身の新井という人物と親友となっており、彼との間では英語のみ使用す
るという和歌山での四〇日間にわたる共同 の思い出も書 ている。そして「新井君は神戸神学校に、私は関西学院大学に」 （ 『光をもとめて』二二頁） 将来構想をも いた。彼 の神学校に進んだが数年後に亡くなる。 らに『光をもとめて』には盲学校時代 同級生山内利則の「あの頃……」という文章があり 彼は同級生仲間には「オタカサン」と呼ばれていた。ま「馬喰会」 という食事の親睦会のようなものもあり、 そこには同級生九名でもって組織されており、学校近く 細川大宅がメンバーの屯するところであっ 。枚挙 遑がな ほど多くの思い出があると山内は追想している 眼 不自由で っても多くの仲間があり、 彼らの青春 ここにはあったのである。
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　その後、高尾は盲学校時代から、熊谷鉄太郎や岩橋武夫と出合い、関学進学への夢をさらに強
固なものにしていった。夜学の英語学校に通うようになったのもこうした学びの欲求があったからに他 らない。岩橋は関学入 に充当なる準備をして新しい扉を開いていったのである。◆永井隆の診断書  既述したように飯石小学校の先輩に永井隆がいたが、高尾と意外な繋がりもあった。大阪府立
盲学校時代の高尾 が永井隆記念館に残されている
。
　　　　　　　診断書　　大阪府立盲啞学校　　第二学年生　　右者 急性肺炎治癒後ニツキ　　向七週間 　激動ヲ除クヲ要ス　　右 診断候也　　昭和九年五月七日　　島根県飯石郡飯石村一九八一　　 　　　 医師 永井 隆印　診断書には大阪府立盲啞学校となっているが、実際は大阪府立盲学校生であり、永井の誤記で
あろうか。しかし永井が出雲の地を離れ長崎に行ってからの二人の交友につ ては調べられていない。
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三、関西学院時代◆関西学院専門部文学部社会学科  高尾が晴れて関学専門部文学部社会学科に入学するのは、一九三七（昭和一二）年四月のこと
である。関学にこの社会科が設置されるのは一九一五年のことである。彼が賀川の教会とも親しく、また賀川の生き方に共鳴していたことから、この「社会科」へ入学したものと思われる。関西学院に残されている「学籍簿」
によれば、彼は関西学院専門部文学部社会学科に「聴講生」と
して入 している。入学月日は一九三七（昭和一二）年四月一〇日で、 「體操免除（身体ノ故障ニ因ル） 」と記されている。ちなみに専門部時代の成績は飛び抜けていいわけ はないが、弁論部に属したりして活躍した 卒業は一九四〇（昭和一五）年三月一六日である。 聴講修了者」 、及び「社会科」と
　彼の生活の拠点は寮であった。学業や寮費等についての経済的な面では援助者があった。それ
は東京にいる兄の知己で許平 いう人物であ 。 許は台湾の人で貿易会社を経営し る人物 、全面的な援助があった。また た年の四月に、ヘレン・ケラーが初来日し、各地で講演 をもつが、関学にも五月一四日来校 、中央講堂で講演会を開いている。おそらく高尾もこのを聞いたことと思われ、大いに刺激を受けたに違いない
。
　当時、関学には英語教員として岩橋がいたが、視覚障害のある学生を積極的に受け入れてお
り、また専門部文学部英文学科に本間一夫、神 部本科に瀬尾真澄、そして神学 予科に下沢仁がいて 彼の先輩として在学中であった。専攻は違っ いたが、この四人は仲が良く「四人組」
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とも呼んでいる。当時のことを本間は「私が借りていた家や美しい学院の芝生に集まってよく語り合ったものであり、岩橋武夫先生に招待されて学院の食堂でごちそうにな たり、発破をかけられたものである。四人共 勉強して成績も決して悪くなかったが、特に高尾氏はいくつか 部に参加して晴眼者と共に活躍し、大学では弁論部の部長も務めたようである」 （ 『光をもとめて』五九頁） 回顧して 。既述したように彼の弁論の能力は大阪府立盲学校時代からそ 片鱗が窺えるが、関学時代にも弁舌爽やかで政治家的な素質があった様である。
◆高尾と本間一夫について  ここで高尾と本間一夫との関係について記しておこう。その端緒は高尾が府立盲学校四年の頃
に始まる。本間の記憶からすると、その出会いは高尾が入学する前年、一一月八日のことである。
向かって右端が高尾、その隣りが本間、瀬尾、一人おいて下沢
（島根ライトハウス所蔵）
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その日、越岡ふみが創設した関西盲婦人ホームによる集会が広田神社（西宮市）でもたれた。盲婦人ホームは大阪府立、市立両盲学校のクリスチャンに呼びかけて野外礼拝をもった。ここには関学一年生 本間一夫、瀬尾真澄、下沢仁が参加しており、また越岡ふみ、つね子姉妹、中村京太郎、喜久田倫章も参加していた。礼拝後に懇親会が持たれたがその時、司会役を買って出 のが高尾であった。司会を引き受け「皆に自己紹介をさせたり、讃美歌を歌わせたり おしまいには確か自作の童話を話して座を盛り上げるなどして、こういう盲人の会に初めて出席した私を驚かせたり感動させたりしたものだ」 （ 『光をもとめ 』五九頁）と述懐している。ま 本間は関学時代の高尾について次のように回顧している
。
　　私よりも一年おくれて文学部の社会科に入ってきた高尾正徳氏は、 よく学びよく動いた人で、
専門部から大学に進んでからは弁論部の部長を長く務めるなど、エネルギッシュに活動しました。……略……たくさ の晴眼学生の中で盲人はこの四人だけだったのですから、事あるごとによく集りました。夜、校内の芝生にたむろして校歌や軍歌をうた り、仁川のほとりをさまよいながら将来の抱負を語りあったり、点字の書かれたトランプで他の友人も交えてツー・テン・ジャックをよくやりました。
そして「この四人の精神的後盾になっておられた が、岩橋武夫先生で た」と述懐 いる。この岩橋と共に、次にみるようにベーツ夫妻も彼らの良き支援者であった。◆関西学院時代の回顧
　高尾は関学時代について「学院長はカナダの出身で、シーゼーエル・ベイツ先生といい、信仰
55
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厚く、人徳、識見共に秀でた方であり、教授陣からも学生からも慕われてこられた。私たち目の不自由な学生には格別気を配っていただき 奥様からの招きで、度々、院長のお宅にもお邪魔をしたことがある。最近は、公立の各大学が障害者に門戸を開放しているが 従来、特に戦前は関西学院大学が唯一であった。これは大先輩の岩橋武夫先生や熊谷
哲ママ
太郎牧師によって道をつけて
いただいたものであるが、 ベイツ院長 格別な配慮であることも忘れてはな ないであろう」 （ 『光をもとめて』二九頁）と回顧している。
　高尾は専門部を終えるにあたって、謝恩会の席上「一年生の時代は同情の時代だった。二年
生は理解の一年間であった。三年にして友情の一年にすることができました」 （ 『光をもとめて』四一頁）と挨拶したと回顧している。同情から理解へ、そし 友情への道程について、的確に表現しているが、ここには「盲人」であ ということの障碍のあ たことが推察されるが、それが友情へと進化していったという満足感も窺える。そして専門部 文学部三年間 学びを終え一九四〇年三月に卒業を迎えることとなった。◆結婚  高尾は関学専門部の卒業式を終えた後の三月三一日に、同郷の土屋あやめと賀川と関係の深い
大阪生野田島町聖浄教会で結婚式を挙げた。それは法文学部の試験合格の日でもあった。媒酌人には同志社大学講師の竹内愛二夫妻であった。竹内と高尾の関係についてはまだ不明であるが、高尾が専門が 会科であり、竹内が当時から関学と関係を持ってい からかも れないが、興味ある組み合わせである。
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　さてこの結婚に際しては『朝日新聞』の大阪版において「盲人、初の大学生 　関学専門部を一
番で卒業して進学」という見出しで、写真入りで紹介された
。 「ベーツ関西学院長、中村大阪盲
人会長ら多数来賓名士から祝辞の雨を浴び、見えぬ目に感激の涙を浮べてゐた花婿が話題の主、高尾正徳君（二十六年）だ。……略……同君は宗教的情熱を活かして盲人保護法の立法をめざし政治、社会学を専攻するかたはら校外では盲児童の実地指導を行ふことになつ るが、この希望の首途に新しい光明たる新婦土屋あやめさん（二十六年）と結ばれた」 紹介されている。
　妻のあやめについては「高尾君と同県で大阪回生病院看護婦養成所を経て府社会課に勤務、勇
士遺家族の母子保護に活動してゐた健気な銃後の女性で高尾君のことをきくやそ 志 遂げさせてあげたいと話はとん〳〵拍子に進み、竹内同志社大学講師夫妻の媒酌で同君の試験合格の日を選んで挙式になつたものである」
と報じている。 竹内愛二は戦前、 関学教授の中島重が主催した 「社
会的基督教」運動にも関わっており、また賀川が指導的役割を果たした「神の国運動」とも深いつながりがあった。そして戦後は同志社から関西学院に移り、ソーシャルワーク理論の草分け的な人物である
。
　二人の新居は阪急西宮駅北口の近くに構えた。近所には越岡ふみが経営 いる「関西盲婦人
ホーム」があり、 「府盲同級生の松島加代子さんもここ いて 何かとお世話になった」 （ 『光もとめて』三三頁）と述懐し いる
。
◆法文学部法律科
　かくして高尾は専門部を終えて、一九四〇（昭和一五）年四月に関西学院大学の法文学部法律
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科政治学専攻に進学した。まだ全国的にも珍しく、正規の大学生となったのである。四二年九月に卒業するまで二年半、法文学部で学ぶことになる。しかし、時代は戦争一色となり、一九四一（昭和一六）年一二月八日には、日本が真珠湾を攻撃し、アジア太平洋戦争が勃発する。関学もこうした戦争の波に飲み込まれていくが、高尾の法文学部での生活はこのような戦時体制の時代であった。法文学部で法律と政治を修めた高尾は関学での びを次のように整理している。
　　　そういうことで学院を終えましたが、学院において私は社会政策というものは組織団体に
よる創意によって英知を結集して、団体の名において社会に訴え、政府や関係方面に働きかける必要性を感じました。つまり、組織力、集団だからなしうる力の必要性を会得したのでございます。
　　　又、社会事業というものは、教育事業におきかえても同じことかと思いますが、これは愛
情と情熱を裏付とした個人の行動によってのみ実現するも だということを学び、以後自分の信念といたしております
。
もちろんこの回顧は彼が後に表したものであって、戦後社会の彼の活躍や県会議員や社会活動、あるいは福祉活動を意識してのもので、当時が合理化された所もあると考えられる。しかし、高尾の法学科での学びは彼の戦後の政治活動に、そ て社会事業活動に生かされていくことは言うまでもない。高尾が卒業した年月日は一九四二 （昭和一七） 年九月一九日 ことである
。したがっ
て高尾は文学部社会学科三年間と法文学部二年間半、合計五年間半 学び、弁論部での活躍等があったこと、それが後の彼の生涯に重要な経験、学修 ことは容易に推察されるところであろう。
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　卒業にあたって、就職に骨を折ったのは関学の先輩で東京在住の本間一夫であった。当時、
日刊『点字読売』が発刊されたこともあり、高畠編集長らに就職の斡旋をしたが、これはかなわず、東京盲人会館に就職することとなる。四、東京盲人会館時代、そして疎開◆東京へー東京盲人会館
  
　一九四二（昭和一七）年九月、関西学院を卒業した高尾は先輩本間の紹介もあり、同年一〇
月から東京盲人会館で働くことになる。まさにアジア・太平洋戦争の最中のことである。ちなみにこの盲人会館は、一九三七年四月のヘレン・ケラー来日を機に建設 議が浮上したものである
。そして皇室から一万円の下賜金があり、建設委員会が立ち上がり、委員会と中央盲人福祉
協会が設立資金 寄付金を集めに奔走した結果、六万七四〇〇円余が集まり翌年土地を購入し、一九三九年七月に工事が完成した。会館は二階建て床面積は三〇〇坪であり、広い庭、噴水を配したモダンな作りであった
。そして一九四〇年一〇月四日、会館設立認可の許可がおり東京の援
助を受けながら、財団法人としてスタートした。当初 そ 事業は①盲人の職業補導ならびに授産、②盲人の教育ならびに慰安、③中途失明者の指導、④失明防止に関する事業、⑤その他、目的遂行上必要と認むる事業、となっている
。
　関学の先輩本間によれば、高尾は上京するや否や、 「点字友の会」という団体を結成し、 「晴
盲の有志を集めて結成し」種々の運動を始めたが、こう 精力的な活動 ついて本間は「彼
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の手腕にはほとほと敬服したものである」 （ 『光をもとめて』六一頁）と評価している。本間は一九四三年六月に戦争の最中、結婚式を挙げるが、そのときも友人として「例の悲壮調の名演説」（ 『光をもとめて』六一頁）をしたと回顧している。◆山梨への疎開
　しかし戦争が激化し東京は空襲が激しくなり、山梨県在の松井新二郎の実家に疎開している
。
この間の経緯について、 松井新二郎は 「高尾さんは、 私の失明後の文字どおり心の友でありました」として、当時を「彼（高尾
―
筆者注）との出会いは、戦前のことであります。彼が東京盲人会館
で福祉の仕事に取り組んで た当時、私は大学の研究室で勉強していたのです。彼は失明の先輩でもある関係であれこれとアドバイスをしてもらっていました。東京の激しい空襲の中で夢を語り、将来を論じあったものです」
と述懐している。そして、疎開については次のように回顧する。
　　御存じのように戦火もいよいよ激しくなり、目の見えない私たちは勧奨疎開といって地方へ
の疎開を余儀なくされました。そこで、高尾夫妻を私たちの郷里の山梨に誘い、共に東京の戦火を避けることにいたし 幸い私の郷里の絶対に安全といわれる土蔵の階下に落ち着いてもらいました。奥様の出産もここで無事にすませ、ささやかな安らぎの生活ができたわけです。でも間もなく戦火は山梨までのびて危険が迫ってまいりました。そこで、高尾さんに余儀なく郷里に帰ってもらうことをすすめました。山梨にあっても、毎日の空襲警報下で、共 盲人工場の建設を夢見ていただけに、郷里への引き揚げは、不本意そ も ようでした。思えば、共に苦しんだこの六か月は忘れることができない思い出です。
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　　　しかし、今にして思えば、それが神様からの導きであったかもしれません。高尾さんが引
き揚げて間もなく、絶対安全を誇っていた土蔵も見事に焼夷弾の直撃により消失してしまいました。
　　　郷里に引き揚げる折に、 あの鼻づまりのような、 ワンオクターブ高いあの声で、 別れていっ
た彼の声が耳元に聞こえてきます
。
　高尾と松井たちは視覚障害者たちの将来 夢を描きながらも 戦争という時代状況の中で、そ
れを断念し、 高尾も松井のもとで疎開を余儀なくされたのである。ちなみに松井新二郎 （一九一四―
一九九五）は一九三六年、陸軍に幹部候補生として入隊したが、日中戦争で失明し、三九年に
除隊となっている。既述したように、松井とは東京で邂逅することにな のだが、いわゆる失明軍人としての松井と彼が働いていた東京盲人会館での出会いであっ ろうか。◆帰郷  戦争が激化するにしたがい、日本全土において空襲の危機から逃れることはできず、山梨県と
て安全ではなかった。甲府の松井の実家まで空襲にさらされるこ となる。 「このとき松井は、家財道具はおろか、苦労して点訳した心理学・哲学の専門書 こつこつ集めてきた盲人に関する文献、論文執筆に欠 せないカナタイプと った、彼の研究を支え 知的財産をもすべて失ってしまった」
のである。松井は戦時中、甲府から日大の心理学の研究に通うという生活をしていた
のだが、そうした夢も戦争の為に犠牲 なった。かく て高尾は戦争の終結少し前の一九四五年四月に、出雲に帰郷することに るのである。そ は賀川に触発され、一八歳で大阪盲学校（大
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阪） 、関西学院（西宮） 、そして卒業後の東京、戦争疎開先、山梨甲府と転々と移住した後の帰郷であった。帰郷後、彼には「三療」の資格もあり、実家とは離れた所で生計をたてて起居していた。ちなみに高尾夫妻は山梨の松井宅で出産したとあり、子供とのささやかな家庭生活であったと思われる
。
 
　
五、戦後ー島根 の青年団活動と政治活動◆戦後の出発  一九四五年八月一五日、日本はポツダム宣言を受諾し、無条件降伏でもって敗戦となり、高尾
は島根奥出雲の地でその日を迎え こと なる。年齢も三〇歳になっていた。日本は連合国軍最高司令官総司令部（ＧＨＱ）の指導下に置かれ 占領政策の中で新しい歩みを ていかねばならなかった。それは民主主義国家としての再出発であった 一九四六年一一月には、これまでの大日本帝国憲法に代わって日本国憲法が発布され、翌年五月から実施されることとなる。法律と政治で学んだ高尾にとって、 「主権在民」を謳った新しい憲法は今 の日本再生のために大きな意味を持つということ 自明の理であり、期待したこと もあったろう。  高尾にはこの憲法をこの出雲の地においても根付かせて行きたいという強い思いがあった。か
くして彼は新憲法の普及運動をし、各地 講演・啓蒙活動を展開 ていく
。そしてそれと時を同
じくしての活動が県下での青年団運動であり、県会議員へ 立候補であった。
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◆青年団活動と県会議員
　高尾は終戦後、郷里の島根で今後、日本の再建には若い力が必要と感じ、青年団を組織し指導
していくことになる。初代島根県連合青年団長の肩書がある小林文慶は「高尾正徳さんのおもい出」として次のように回顧している。
　　私が高尾正徳さんに最初にお会いしましたのは、確か昭和二十一年の若葉の候と思います。
出雲市の当時の公民館で、県連合青年団結成の為、県下の青年団の代表が集まった事がありました。そ 時、眼がわるく女性に手をひかれ入場した青年がありました。会が始まりますと、その青年が立って、とうとうと青年団活動のあり方について演説をはじめました。仲々雄弁で論旨も明快で迫力があり、青年運動 対する燃ゆる様な情熱が感じられました。眼がわるい為よけい目立ちました。 その時が高尾正徳さんとの最初の出合いだった様に思います
　　　その年の十一月五日終戦後初めての県連合青年団が結成され、私が団長に推され高尾正徳
さんは副団長に選ばれました。その後、私は慶応大学医学部に勉強に帰る為、第二代目の団長を高尾正徳さん お願い ました
。 　
　このように、高尾は戦後の青年団活動に小林が指摘しているように「燃ゆる様な情熱」でもっ
て取り組んでいったのである。そして島根県連合青年団の団長として活躍する。この時副団長には後の総理大臣となる竹下昇がいた。
　また一九四七年、戦後初めて地方選が行われ、高尾は立候補し県会議員に当選した。しかし、
後述するように、高尾は島根ライトハウスの設立に力を注がなければならなく り、県議は一期で降り、副団長の竹下昇に譲ることとなる。これによって竹下の政治活動が始まっていくと言え
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ば、興味深い構図でもあろう。◆ヘレン・ケラーの再来日と日本盲人会連合の創設
　第二次大戦後、焦土と化した日本では、新しく国家再建と国民主権に基づいて、新生日本の復
興が行われていった。それはもちろん、視覚に障害をもった人たちにも共通していた。そうした中で一九四八年八月、ヘレン・ケラーが再来日する 彼女 来日は戦後日本の復興への勇気付けと障害者福祉への尽力 そして個人的には親しい友である岩橋武夫との再会という目的であった
。
　この機に乗じて、 岩橋が中心になって日本盲人会連合（日盲連）を創設する運動が起こされた。
一九四八年八月一七日、 一 日の両日 大阪府貝塚市（二色ケ浜）の大阪府海洋道場 おいて「盲人の文化的、経済的向上と社会的地位の躍進を図り、進んで平和 本の建設のため、真に人道的使命に立脚し、社会公共のために寄与せん」
という理想を掲げ、全国九地域の代表と盲人施設の
代表七〇 参加を得て日本盲人会連合（ 盲連）の結成大会が開催された。発起人代表である岩橋武夫の経過報告があり、議長に岩橋が選ばれ、その組織が創設されたのであ 会長には岩橋武夫が就任し、副会長として磯島慶司と大野加久二が就くことになった。 だ結成大 には高尾の恩師 はじめ 関学関係の同窓が入っているが、高尾の名は見あたらない。宣言には「時は来た。新時代の太陽は昇らんとしている。今回、 はるばる来朝せん するヘレン・ケラー女史の、献身的愛盲 赤誠に応へ、ここに挙国 な盲界の 大統合を期した我等は、敗戦 混迷と彷徨より起ち上り、 人の文化的、経済的向上 的地位の躍進 図り 進んで平和日本建設のた
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め、真に人道的使命に立脚し、社会公共のために寄与せんことを誓う」
というものであった。ま
た決議として「一．我等は日本盲人の福祉と文化の向上のため、平和の戦士たらんとことを期する。一．我等は世界的標準に立つ盲人社会立法の制定を期する。一．我等は旧職業の保全と、新職業の開拓育成に努める。一．我等は、今まさに展開しつつあるヘレン・ケラー・キャンペーンに対し、全面的に協力する」
と訴えている。関学時代の恩師でもある岩橋やその門下生が尽力し
ており、この会の発展に高尾も協力したと推察される。それは各地 おいて盲人協会の支部的な拠点の創設であり、 次 みるように高尾の故郷では「島根県盲人協会」が創設されることになる。◆島根県盲人協会の創設  島根県盲人協会はこの一九四八年夏のヘレン・ケラーの来日が大きなインパクトを与えたこと
に依拠している。この年、県会議員でもあり、連合青年団長でもあった高尾が中心になり、盲人協会の設立のための準備をし 翌年春 この協会が創設されるこ になる。小川幹雄によれば発足当時は「中央との連携のもと、ヘレン・ケラー よっ 急速に高まった障害者対策、そ 成果として、身体障害者福祉法 制定への運動であり、また 県内行事と て 、 教育 ＰＲ活動の一つとして、 『盲人文化祭』の開催であった。松江・宍道・木次・出雲・大田・浜田と、 内各地を回り、大きな成果を上げた。内容は、盲学校の生徒による点字・算盤実習、合唱・演劇も盛り込み聴衆の注目を浴び、島根県における『盲人福祉運動』 大い 寄与したも ある」
と
している。会長には高尾が就いた。高尾は一九九〇（平成二）年まで四〇年以上 わたって島根県盲人協会の会長を務め尽力して った。また高尾は島根県立盲学校と 関係も持ってい 。
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　そもそも島根県立盲学校の濫觴は一九〇五（明治三八）年五月二〇日、 福田与志が創設した「松
江私立盲唖学校」に始まる
。一九〇七年には「私立松江婦人会盲唖学校」 、一一年に「財団法人
私立松江盲唖学校」 、二三年に「島根県立盲唖学校」と改称されている。戦後、 「島根県立盲学校」と「島根県立聾学校」とに分離独立となった。盲学校は当然ライトハウスとは関係を密にしていた。高尾は学校のＰＴＡの会長職にも就いている。元島根県立盲学校長増田忠三は「昭和二十九年頃と思うがＰＴＡ会長の適任者がなくライトハウスの園長はＰＴＡのＰに該当すると解釈し高尾先生に会長をお願いし、およそ二十六年間の長きにわたりお世話になった」 （ 『光をもとめて』七四頁）と述懐している。六、島根での福祉活動◆島根ライトハウス 創設をめぐって  高尾の戦後、そして彼の人生とも称してもいいが、畢生の事業は彼の生まれた故郷島根に視覚
障害児・者のための施設を創ることであった。その中心となっていたのが島根県盲人協会であった。そしてライトハウス創 への端緒は一九五八（昭和三三）年二月に「島根ライトハウス設立準備会」が発足したことによる。当初の課題は資金集めであった。それには 愛の鉛筆運動」として、小・中学生徒に鉛筆を購買してもらい協力 仰 う募金活動が展開されることとる
。その結果、二〇〇万円 寄付金が集まり、それを基金として建設用地を購入することができ
た。そして「島根県や市町村補助金、年賀 ガキ募金の配分金等四〇〇万円をも 松江日赤の
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産科病棟を購入し移築、ようやく法人設立の夢が現実となる準備が整」
ったとある。
　一九五八年二月一六日に設立発起人会（代表に古瀬庸）が開催され、法人設立を決議し、厚生
省に認可申請が開始される。そして翌五九（昭和三四）年の三月二六日に法人の許可を受けた。理事長 古瀬庸が、そして常務理事に高尾が就いている。かくて四月一日に盲児施設「島根ライトハウス」が創設され 四月二一日に島根ライトハウスの竣工式が挙行された。全国で七番目のライ である。その場所は松江市西川津町三五六六
―
七であり、 その園長に高尾が就いた。
ちなみに定員は四〇名、職員一〇名であ
　また一九六二年八月には点字図書館「ライトハウス・ライブラリー」の竣工式が挙行された。
そして同年一一月にはライトハウスの事業 助け 「愛の灯運動」を展開している。◆世界盲人世界会議への参加
　高尾は生まれ故郷にライトハウスを創設することが悲願であったが、それが実現し、障害者福
祉への視野は世界に向けられていくことにも注目していく必要があるだろう。世界盲 福祉協議会第四回総会は一九六四（昭和三九）年七月三一日にニューヨークの国連本部第四会議場で開会し、八月一一日にスタットラー・ヒルトンホテルで閉会式 挙行されるが、こ 会議に高尾は参加することになる。高尾夫妻と木村龍平夫妻は七月二八日に羽田から出立す は三五の国から一 一名の参加があり、そのテーマは「変遷しゆく世界 盲人諸問題」であり、福祉・教育・技術・行政・職業・読書等の分野から活発な議論が展開された。こう た会議 出席できたのも高尾にとって、視覚障害者福祉 的水準を理解するにおいて、多大の恩恵があっ
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たものと思われる。
　この会議に出席した関学の先輩本間一夫は帰国後、加藤善徳と共著で『欧米の盲人福祉をたづ
ねて
―
世界盲人福祉会議と欧米の盲人施設
―
』という著作を上梓しているが、それに高尾のこと
も、折りに触れて書かれてい たとえばニューヨークでのホテルについては、 「僕等の部屋は七階の七一六号ですが、高橋親子組、村越・岩井組、木村夫婦組、岩橋夫婦組等がここに居り、高尾、和波 堀等の組がジョージ・ワシントンホテルから通っております」
と記している。また
八月一〇日にはボストン郊外 パ キンス（盲学校）を訪れているが、 この段には「朝ニューヨークから飛行機で来た高尾正徳さん夫妻も一緒でし 」
とあり、高尾は本間らと一緒にパーキンス
盲学校を訪れている。高尾のその後の行動につ ての詳細は不明であるが、二週間余、種々の施設や機関、団体を訪問し、八月二七日、帰国する。高尾 回顧によれば この会議出席を機会に約一ケ月間、米国における盲人福祉 実態やボランティア活動等を視察したとされ いる。◆ソ連の盲人事情の視察
　ニューヨークでの世界盲人福祉会議出席後、三年後 一九六七年、今度はソ連に行く機会が訪
れる。日盲連の当時の機関紙『愛盲時報』には「全ソ盲人協会からの申入れ受諾 という記事があり、ここには「日盲連は五月二二日の理事会の決議と、五月三十一日 正副会長会議 おける選考で、全ソ盲人協会中央理 会から申し入れのあった両国視察代表団交換を、日本代表団高尾、長谷部両副会長、中道理事 三氏を決定した。出発は九月七日の日航国際機でモスクワに行き、二週間滞在し、同月ハバロフスク、ナホトカ経由で、帰国の予定で事務局からソビエト大使館に
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その旨を回答返書した」
とある。これを受諾した理由としては、これまで欧米においては情報が
豊富にあり、盲人の実態、福祉法規、諸施策について知ることは出来るが、ソビエト及び共産圏のそれについてはほとんどわかってなく 視察は相当に成果が見込まれるものと期待された。そして、 来年八、 九月には逆にソビエトから視察を受け入れ相互の情報交換を計っていくこととなった。高尾にはこうした絶好の機会が与えられたのである。
　かくして高尾らは九月七日に空路モスクワに向かって飛び立ち、視察を終えた後、九月二八日、
船にて帰国することとなる。一行はモスクワに滞在し、以後は「二十二日までモスクワのほか、レニングラード、ウクライナ、コーカサスと各地の盲人協会 学校、補導所、授産所、工場等を視察し、二十二日にはクレムリン宮で日本の厚生大臣に相当する社会保障 に面会懇談し 各地視察と共に日ソ両国の友好を深めた」
とその成果を報告している。このように高尾は一九六七年
九月は日ソ盲人親善使節団の一員（団長）とし モスクワ等の各地を歴訪し、社会主義国の障害児・者施設の見学、調査に携わることが出来た つまり前年度の米国、そしてソ連という 大陣営の社会事業施設のあり方を学ぶ機会となったので る。高尾 同行した長谷部薫は『盲人が見てきたソビエト・ロシア』という小雑誌を刊行してい
。また、日盲連が中心になり、翌年一一
月にロシア 使節団を受け入れて る
。ともあれこのソビエトとの交流は高尾も大きなインパク
トがあったことと思われる
。
　また後年になるが一九八三（昭和五八）年には、吉田トキ江らと共に、日中盲人友好使節団の
メンバーとして訪中し、中国各地の盲人事情を視察してい
。このようにして、高尾は米国、ソ
連、そして中国と経済体制が違う大国を訪問し それぞれの視覚障害児・者対策の実情について
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学ぶ機会を得たのである。七、日本盲人 連合で 活動をめぐって◆日本盲人会連合会長に就任
　既述したように戦後、日盲連がスタートしたが、高尾は一九五八（昭和三三）年の大会から日
盲連の副会長に就いている。当時の会長は鳥居篤治郎で、他に副会長として大野加久二、秋本梅吉の二名が就いている。それ以前は理事として長くその役職にあったが、この時より、重責を担うことになった。さら 会長職に就任する。 　
　一九七二（昭和四七）年七月、日盲連の大会が宮城県仙台で持たれた。高尾は前会長の金成甚
五郎に代わって、第四代の の会長に就任することになる。高尾はその就任の挨拶として次のように会長として 所感を述べている。少し長い引用となるが、高尾の会長職への覚悟が開陳されており、労を厭わず見 おくことにしよう。
　　　岩橋、鳥居、金成三代の会長を中心として多くの先輩によって築かれた名誉ある日盲連の
歴史と伝統を堅持しつつ、新しい時代の要請に応えて、組織の近代化と体質の改善、会員意識の高揚に努め、少なくとも一〇万会員を当面の目標として、組織の拡大、強化を図りたい。幸い、有力な副会長並びに理事諸氏による執行部の発足を機会に、集団指導体制を確立し、全国盲人の世論を結集して、統一的・重点的施策の推進に邁進したい。
　　　わが国の盲人を含む身障者対策を見るに、 「身障者は低所得者なり」との前提の上に立っ
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て障害保障ではなく、羅列的な生活援護の面が浮彫りにされ、盲人自身もまた「盲人は弱者なり」との世間の観念を何らかの抵抗もなくこれに甘んじ、自らの努力を怠り、むしろ世の同情や恩恵にのみすがるごとき風潮が見られることは、きわめて遺憾であり す。
　　　盲人が一般社会に伍していくためには人一倍の実力と努力が要求されます。 「盲人が社会
に銅貨として通用するためには、銀貨の値を持たねばならない。銀貨として通用するためには金貨の値が必要であります。 」と…。
　　　今年度実現した盲婦人家庭生活訓練事業費や歩行訓練士養成のための予算も、ようやく政
府が盲人対策の転換に踏み切った現れとして高 評価すべきであります。近年、各地において建設が進められている盲人福祉センターを中心として、お互いに学習、研修、さら生活訓練等、各種日常活動を推し進め いくこ こそ、盲人団体の果たすべき新たな役割ではないでしょうか。
　　　失明によって失われた権利と奪われた自由を取り戻すためには、われわれ自らの努力と適
切な国家施策、さらには一般社会 正しい認識の三者が相俟っ 初め そ 実現が可能であり、全 の盲人が平和 して文化的な豊かな生活が営める日の一日も早からんことを念じつつ、より高い理念のもとに会員諸氏とともに前進 たい所存でありま
。
　このように高尾は会長職に就き、新しい構想を披瀝していく。日盲連の重要な とともに、
大きな役割の一つに国への要求、とりわけ予算獲得にも力を発揮していくことが要求されていることはいうまでもない。島根在住の高尾には、度々の東上が要求されたし、多くの会員の要求にも耳を傾けながらの会長職であったと思われる。このように高尾は地方と中央との架け橋的役割
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も果たしていった。◆日盲連の活動から  このように日盲連の会長に一九七二年七月に就任することになったが、その時代の高尾を理解
するために機関紙『愛盲時報』を紐解くことによって、しばし彼の報告や主張を聞いていくことにしよう。
　「一九七二年を回顧して」
という論文で政治状況を「四次防予算の棚上げ騒ぎで幕を開けた
一九七二年は、巷に浅間山荘事件などを目撃しながら沖縄返還、佐藤内閣の退陣と田中内閣の誕生、そして日中国交恢復、衆議院 解散と総選挙と霞 関周辺は大きくゆれ動きつつも歴史的偉大な足跡を終っていきました」と回顧している。そして日盲連の動きに関しては「日中国交正常化の波は異常な程のハリブームを呼び、晴眼者を対象と た鍼灸養成所の新増設への機運を高め中央教育制度審議会の答申は特殊教育、なかんずく 学校教育の制度改正をもたら 、国民の権利意識と福祉優先のニードは堀木裁判を勝訴の判決と っ あらわれて参りました」とし さらに具体的に「青年、婦人研修会、社会人野球大会、点字競技会、邦楽演奏会、音楽家 会など年会行事を成功裡にこなし、特にこの年度より盲婦人家庭生活訓練事業の実施計画と、適切な運営の指導」を行う等きわめて活発な活動が展開され 、と総括する。個人的にも「各種行事の合間を縫って六月より今日まで北海道より九州まで二十余都道府県団体に出向き、 幹部 方々を始め、会員の皆様方と親しく交わる機会を作り、日身連、全鍼連、理教連の首脳部ともまた文月会や全視協の諸君とも積極的に意見交換の機会をもって参りま た」と報告している。高尾に って
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長職は全国的な組織であるとともに、国際社会の関係も問われ、会の舵取り、予算折衝や種々の要求、政治的解決等々、その責任の重さを痛感した年であったと思われる。ただ 今後この職務の遂行に粉骨砕身していくほかなかった。
　会長職に就いた仙台大会に引き続いて、翌一九七三（昭和四八）年の二六回大会は福井で行わ
れた。日盲連が一九四八年八月創設されて以来、二五周年を迎えての記念大会となった。ここで今後の四半世紀の方針として「自由の確立」 「人権の確立」 「生活の充実」の三本柱が確認されている。高尾も七四年に「年頭にあたって」の中で、 「二十一世紀への長期展望のも 、福祉 原点に立ち返り、日盲連の進路を定め、来るべき四半世紀の具体的運動目標を樹立すべく取り組んでまいりました」
と述べている。
　一九七五年の「年頭にあたって」
では「戦後三十年、ようやく平和と福祉の国づくりも世論の
支持を得て軌道に乗り、日盲連においても昨年五月の高知大会において 十一世紀への長期展望のもと進路の設定を行ない、重点目標を確認し、行動を開始いたし 参りましたが折から 石油危機や物価の変動、日 日に悪化する交通事情 さらに追い打ちをかけ ように表面化してきた療術問題など、実に席暖た 暇の許されない一年でありま た」と述懐 ている
　一九七六年の「年頭にあたって…」
では「福祉年金の大幅増額、福祉手当の新設といった大き
な喜びのうちに迎えた昭和五十年もあわただしく終りをつげました。あん摩 中央 ら引き継いだ療術法制化阻止、日増しに悪化する交通事情の中での安全対策と安全設備 全国統一基準の設定、山梨大会を始め青年・婦人・音楽・文芸・点字競技等各種行 の実施 職員三十名 配の日本盲人福祉センターによる組織会員 対するサービスステーションとしての平常業務、そし
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て例年のことながら年度後半から年末ぎりぎりにかけての明年度予算折衝と、極めて多忙な一年であった」と回顧、総括している。
　一九八〇年初春の「年頭にあたって」
では「八〇年代幕開け、歴史の節目となる一九八〇年、
国際障害者年を明年にひかえての、極めて大切な年。思いを新たにし、組織会員一体となって勇気をもって事に当らねばなりません」と文頭に覚悟を開陳した。そして二度目のオイルショックや世界的な社会的・経済的不安、 さに「不確実時代」という情勢の中で、社会保障や社会福祉の分野にまでメスが入れられ、例年に く「予算折衝 苦慮」したことが述べられている。また大平首相の田園都市構想の精神は 日盲連においても昨年の富山大会での「重度重複対策」に力を注いで行く必要あることを力説している。そのために 各都道府県団体、さら 「その末端組織たる市町村団体 拡充・強化 肝要」であ とする。 指導者たるもの、すべか ず知性、理性、品性の持ち主でなければ らないこと 思うとき、自ら 至らなさを恥じるものでありますが、謙虚な態度で、しかも積極 に進めねばなりません」 そし 「私達以上に重荷を背負わされた重度重複障害者の対策こそ、今日の成長した日盲連 果たすべき責任であること 忘れてはなりません」と会員に対して訴えている。◆日盲連会長職の辞職
　一九八〇年三月二五日、熱海で評議員会が五六人の出席のもとで開催され、事業計画や予算案
が審議され、役員選挙が行われた
。高尾はこの三月でもって任期満了となることで、高尾はここ
で発言を求められた際、会長職を二期八年間務めた ら、被選挙を辞退するとの意思表明をし、
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それが認められた。島根に活動の拠点を置く高尾にとって、東上しては多くの課題に対処してことが要求される職務はかなりの負担であったことと思われる。辞退した結果、新会長に村谷昌弘（東京都） 、副会長には木村龍平、井藤数馬、青木陸輔が選ばれた。この年は身体障害者福祉法が制定され三〇年、国連が定めた国際障害者年を翌年に控えて、大切な年であり大きく前進していくことが使命でもあった。 高尾は会長職を辞めた後は一九九二（平成四）年まで「顧問」として、日盲連に貢献することになる
。
◆島根での重度重複障害者の対策をめぐって
　一九七〇年八月には湯の川温泉老人ホームの起工式が行われ、そして翌年四月には定員五〇名
の「湯の川温泉老人ホーム」の開所となった。全 七番目のことである。所長には石飛文雄が就いた。同年八月に、高尾はライトハウスの理事長に就任した。 島根ライトハウスは一九七九（昭和五四）年六月、創立二〇周年を迎えた。しかし、重複障害者の課題はまだ遡上に上った ころであり、課題 していた。また、それは日盲連だけでなく、彼にとっては故郷の島根で取り組むべき大きな課題でもあった。一九八一年九月、育児施設重複障害児 対する高等部入学 ための陳情活動に尽力し、また「盲精薄厚生施設」設置のために国や県の陳情活動を展開している
。そして翌一九八二年四月に、 「盲精薄厚生施設しののめ寮」 （現
障害者支援施設 　しののめ寮）の開所となった。さら ライトハウスの事業として養護（盲）老人ホーム「かんなび園」も設置されている。
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◆数々の受賞
　
　高尾は戦後の視覚障害者福祉に献身的な尽力をしたことた認められて、数々の賞を受けた。も
ちろん賞を取ることが人生の目的でないことは自明の理であり、それは長い努力の結果として評価されていくものであることは言うま もない。一九七八年には「藍綬褒章」を受賞し、その年一〇月二四日の秋の園遊会に招かれた。翌日の二五日発行の新聞記事には「白いツエをついた日本盲人会連合会の高尾正徳会長を、 陛下は『長い間、 苦労していると思うが、 今後もしっかりやってください』とねぎらわれた。高尾さんは『全国の盲人と身体障害者は一生懸命がんばっています。ご安心ください』と答えた」 （島根ライトハウス所蔵資料）と報じられている。
 
　また一九八三年には「毎日社会福祉顕彰」を受賞している。さらに一九八九年には「勲三等瑞
宝章」の表彰を受けている。当時 新聞記事には写真入りで次のように報じられている。その題は「盲人福祉の貢献者 　忘れられない〝鉛筆運動” 」となっている。
　　　「あっちにぶつかり、こっちにぶつかりながらも信じたことを体当たりで実行してきまし
た。友人に恵まれ、支えられながら、盲人の福祉向上に尽力できたことは幸せでした」 。全盲のハンディを背負いながらも、ほころぶ笑顔は限りなく明るい。
　　　昭和二十四年四月に県盲人協会を発足させたのを皮切りに、持ち前の行動力と統率力で
四十七年には日本盲人会連合会の会長に。一貫して視覚障害者を指導する立場に身を置き、障害者の自立更生と社会的地位の向上に大きく貢献してきた。 日本盲人福祉センターの建設身体 福祉法の改正、全日本盲社会人大会の開催など、高尾さんは先頭に立ち花咲かせた業績は数え切れない
。
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高尾は常に同じ悩みを持つ人々の福祉を念頭に置いていたし、確かにその業績は表彰に値するものであった。そうした課題解決に対する実行力と人望を備えていたと思う。八、高尾の死去とその後◆高尾の死
 
  元気に働いていた高尾も一九九〇年一月、松江赤十字病院に入院する。入院中もライトハウス
の将来について考えていたようであったが、同年五月四日、遂に帰らぬ人となった。死因は心不全となっており、享年七四歳であった。八日には松江市内の桐岳寺 て葬儀が行われ 同寺市内奥谷町にある曹洞宗の寺院であり、最初の養子先である正覚寺と縁のある禅宗の寺である。当日は福祉関係者ら五〇〇人が参列したと報じられている
。
 
　この高尾の死については、彼が福祉の先覚者、地元の名士であったことからか地元新聞にも大
きく取り上げられ、追悼文も多く掲載されている
。加藤千代三は『山陰中央新報』にて「高尾正
徳さんを偲ぶ 　恵ま ぬ仲間のために生きた生涯」と題して、在り 日の高尾について追悼している。 「青葉のいきいきとした季節という に 大事な人を失 ものと、 心寒い思いが深い」と、新聞記者時代からの思い出、加藤が島根を離れ からも、ずっと交友が続 ていたこと、加藤は高尾が「どんなときでも眼の不自由なことなど、決して感じさせ い人であった」 「苦労をしているという言葉は、ついぞ耳にしたこ はなかった」と、高尾の人となりが追想され る
。さ
らに五月八日刊行の『読売新聞』は前年度叙勲を授与さ た高尾の喜ぶ写真 掲載し、 高尾の 福
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祉には限りがありません」
という言葉を添えている。
◆胸像建立運動と追悼文集『光をもとめて』の刊行
　視覚障害者福祉に貢献した高尾の業績に対して、胸像を作るという運動がライトハウス卒園生
から声が上がった
。一九九一年三月、島根ライトハウス卒園生の役員会が開催され、今後の方針
が決定した。主なものはそのための建立委員会を設置すること、その委員会の下で募金活動（とりあえず三〇〇万円）を行っていくこと。そして胸像建立と併せて追悼集を刊行すること、さらに新たな障害者運動に繋げていくと う企画等で一致した。 まさに胸像は物言わぬ形の顕彰だが、それのみに終わらせないという意気込みが感じられ、まさにこのこ が高尾の一番望んでいたとかもしれない。かくて胸像除幕式は一九九二年一〇月二七日 追悼文集 と同時に挙行されたのである。
　そして高尾正徳先生胸像建立委員会の編からなる『追悼文集 　光をもとめて』が刊行されてい
る。まさに彼はライトハウスを中心に 功績者、そし 地元の福祉の先駆者としても、評価された結果である。こ 文集には七四代内閣総理大臣竹下登の「身障者福祉に捧げた生涯」という追悼文も掲載されている。竹下とは戦後の青年団運動時代から長 付き合い あり、 竹下も「昭和三十三年以来、私が国会に議席を得てからも、高尾さんは会議などで上京されると必ず私の事務所を訪ねられ、身障者福祉の問題につ て具体的かつ熱心に説明されるのが常でした」 （ 『光をもとめて』三頁）と思い出を語ってい 確 に竹下との青年団活動から 長い交友は、高尾にとって中央との強い支援 った と容易 想像がつく。それも彼の人と り 為せるわざで
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あったと考えられるのである。結びに代えて
　こうして高尾の生涯を振り返ってみると、己の障害を障害とせず、前向きに生きていく姿、そ
れは己が充実した歩みだけでなく他者の福祉を、とりわけ障害を抱えているが故に幸福から疎外されている人々への熱い思いがあった。それは戦後の青年団運動に見られる未来を担う青年への期待、青年の理解なく て日本は成り立って行かないという情熱でもあった。それが県会議員への志となり、さらには畢竟 事業「島根ライトハウス」の創設のように地元の視覚障害者への福祉活動であった。
　しかしこの思念は島根だけでなく全国 視覚障害者への活動としても展開される。それは日盲
連の幹事や副会長、そし 会長職への就任で 。そこには日本だけでなく、移り変わる社会、国際情勢との戦いでもあった。その流れを理解するためにも、彼 米国ニューヨーク の世界会議、あるいは日盲連の代表として社 主義国ソ連への視察、晩年には中国への視察もしている。こうした異文化、異なる体制への理解を通し、障害者福祉運動の舵取りを行っていったのであもちろん地元の島根を視野においてである。そ て会長職を辞した後は再度足下の課題に向かっていった。  高尾は創立二〇周年を迎えた挨拶で、 「今日まで、社会に送り出した百名に近い卒園生のうち、
九十パーセント以上が鍼、灸、マッサージの免許を取得し、病院や老人ホーム、肢体不自由施設、
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或いは治療院において立派な社会人として、又、良縁に恵まれ家庭婦人として文化生活を営み、時折、子供を連れ、自慢話をもって訪ねてくれる時など、日頃の苦労もどこかに吹き飛んで、しみじみと喜びに浸っております。しかし、極く若干名ではありますが、自立できない卒園 の実態や、在園児の半数が重複障害児となっている現状をみる時、児童施設の年令的限界を踏まえて、彼らを受け入れ、あたたかく見守るこ のできる盲精薄成人施設の必要性と、その責任を痛感するこの頃であります」
と最後の一人まで視野に入れていく。
　高尾にとって、 視覚障害者福祉、 とりわけ盲ろう児教育にかける思念は、 まだまだ道半ばであっ
た。それは視覚に障害があるが故 、加えて重複障害であるが故に、教育権や生存権が保障されず、憲法二五条の目的が達成されて ない人々がいる限り、それへの対策と支援、保障をしていくことが当然という思念である。戦後 新し 憲法 発布されたとき 人々にその趣旨を説いてまわった原点でもあった ではなかろうか。そ てその悲願はライトハウス 諸施設、 例えば 「ののめ寮」や盲老人の施設「かんなび園」等の創設として結実し いくこ になる。
　高尾の福祉の原点は自己が障害を認識した時に始まり、奥出雲での生活、そして賀川豊彦への
私淑、さらに関西学院での学びの中で学友と共に将来 理想 語り合った原点が彼の行動のエネルギーと化したように思われる もちろんそこには恩師たる岩橋武夫の薫陶やベーツ夫妻の支援や理解があったことは言うまでもない。常に明るく冗談を言い 前向きに前進 った姿勢は、彼に接した人の共通認識である。さらに普通のおじさん、 「最高 親父さん」 と う親しみやすさサンタクロースとな て子供たちに夢を配っては蔓延 笑みを浮かべる高尾の人となりに 、旧知の加藤千代三が追悼しているように「苦労を苦労 言わない」 、 障害を障害 感じさせない」
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という生き方そのものに依拠するのだろう。それは賀川豊彦の教え「体で祈る」という人生観の賜物であったろうか。そして「社会事業とい ものは、教育事業におきかえても同じことかと思いますが、これは愛情と情熱を裏付とした個人の行動によってのみ実現するものだというこを学び、以後自分の信念といたしております」
と回顧するように、関学で学んだ教育の具現化で
あった。
【注】（１）盲人福祉の歴史の概略を論じたものとして、 谷合侑『盲人の歴史』 （明石書店、 一九九六） 、 同『盲
人福祉事業の歴史』 （明石書店、一九九八）等がある。
（２）熊谷鉄太郎については著書として、玉田敬次『熊谷鉄太郎
―
見果てぬ夢』 （視覚障害者支援総合
センター、 一九八五）があり、 熊谷の生涯が論じられてい また最近の研究として森田昭二『盲人福祉の歴史
 ―
近代日本の先覚者たちの思想と源流』 （明石書店、二〇一五）において熊谷が取
り上げられている。
（３）岩橋武夫については主な研究書として、関宏之『岩橋武夫
―
義務ゆえの道行』 （日本盲人福祉研
究会、一九八三）があり 最近の研究としては小西律子「近代日本における盲人の職業的自立への歩み
―
岩橋武夫の足跡をたどって」 （関西学院大学博士論文）等がある。また拙稿「岩橋武
夫研究覚書
―
その歩みと業績を中心に」 （ 『関西学院大学人権研究』一三号、二〇〇九）も参看
されたい。
 
（４） 『愛盲
―
盲人科学ＡＢＣ』 （日曜世界社、一九三二）の第二部「社会問題としての盲人」 （一一五
―
二二七頁）に、 『社会事業研究』に論文として発表したものを中心に、英国調査での成果が収
載されている。
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（５） 大村善永については阿佐博 「満州の盲人福祉に献身した大村善永」 『視覚障害』 二八一号 （二〇一一）
や拙稿「大村善永研究ノート
―
その生涯と事績」 『関西学院史紀要』一九号
 （二〇一三）があ
る。本間一夫については古沢俊雄『本間一夫 　この人、 その時代』 （善本社、 一九九七）等があり、拙稿「本間一夫の生涯と事業」 『関西学院史紀要』二〇号（二〇一四）もある。また下沢については当山啓「点字と信仰と愛に生きた故・下澤仁先生」 『視覚障害』 九三号（二〇〇四）等がある。
（６）この著での自伝的文章とは「自分史」 （一三
―
三三頁）と講演録「私の歩んだ道 　からだで祈る
五十年」 （三六
―
五二頁）の二つである。後者は一九八四年中国四国盲教育研究大会での講演録
である。
（７）高尾の経歴や事績については主に高尾正徳先生胸像建立委員会編になる『光をもとめて 　高尾
正徳先生を偲ぶ』 （島根ライトハウス、 一九九二）に依拠した。以下引用において、 ここでは以降、原則としてこの著を『光をもとめて』と略す。
（８） 『光をもとめて』一三
―
一四頁。
（９） 永井隆 一九〇八
―
一九五一） は少年時代、 父の医院開業のため飯石郡飯石村 （現・雲南市三刀屋町）
に移り住むことになる。三刀屋町には当時、永井一家が起居していた家も残されており、 「永井隆記念館」がある。ちなみに飯石小学校で 永井の業績を讃え、全校あげて平和教育に取り組み、また長崎市立山里小学校とも繋がりをもち、平和教育に力を入れている。
（
10）雲南市立飯石小学校所蔵史料による。
（
11） 「神の国運動」については、海老澤亮編著『神の国運動実施報告（第一期 　三ヶ年間） 』 （神の国
運動中央事務所、一九三三）等を参照した。
（
12） 『神の国新聞』七二三号（一九三二年一一月九日）高尾の記憶では賀川の講演を聴いたのは晩秋
となったり、翌年一月となっているが、賀川が島根県を訪れたのは一〇月であり、件 講演は
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この時のものであると推察され高尾の記憶違いであろう。
（
13）賀川には「神の国運動」についての史料「神の国運動記録」 （同志社大学人文科学研究所所蔵）
や黒田四郎『神の国運動日誌』等もあり、これらには山陰地方についても詳細な記録が記されている。
（
14） 『神の国新聞』七二三号（一九三二年一一月九日） 。
（
15）岡崎喜一郎の尽力により、奥出雲横田に救世軍が早くから設置されている。救世軍横田小隊に
ついては加藤歓一郎・藤原道夫『奥出雲の地の塩』 （藤原書店、一九七三）が詳しい。また岡崎喜一郎と横田小隊については拙著『キリスト教社会福祉思想史 研究』 （不二出版、一九九四）を参看されたい。
（
16）黒田四郎『神の国運動日誌』によれば、この木次での講演は不評であった。 「八時より木次座で
一般集会、七百五十名ばかり集る。けれど非常に人気の悪い所とかで 開会前より盛んに弥次ってゐた。それを攻撃する声もした。とにかくやかましい。カード記名者は二十五名。電燈の暗いのも原因の一つであらう。夜は横田村の救世軍中隊長と共に語り、十二時過ぎ眠った」とある。
（
17） 『光をもとめて』一七頁。
（
18）拙稿「本間一夫の生涯と事業」 『関西学院史紀要』二〇号（二〇 四）参照。
（
19）卒業年月日については、大阪府立視覚支援 校所蔵の史料による。
（
20）大阪府立盲学校（現大阪府立視覚支援学校）の歴史については、大阪府立盲学校編になる『大
阪府立盲学校四十年誌』 （一九五五） 、 『創立五十周年記念』 （一九六四） 、 『八〇年目の今
―
 創立
八〇周年記念誌』 （一九九四）等を参照した。
（
21） 『大阪府立盲学校四十年誌』 （一九五五）九三頁。
（
22）石黒の熱意に対して高尾は 私が今日あるのは、その四時間に及ぶ職員会に、一人の生徒の為
に反対をおしきって、そこまでおすすめい だいた先生がおられた らだ 思い、今でも感謝
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いたしておるわけでございます」 （ 『光をもとめて』四〇頁）と感謝の念を述べている。
（
23）この診断書について、高尾は「先生は私より七つ、八つ先輩で、何回か先生の診断を受けたこ
ともございました。三刀屋町に永井記念館ができました折に、何か参考資料があったらと言うことで、今言っても卒業証書を返せとは言われないので申しますが、夏に一週間大阪へ出ようと思いまして かぜの診断書をいただきました。二部ありまして、 一部を学校へ出し、 あとのがとってありましたので、永井先生直筆の診断書と言うことで記念館に飾ってあります」 （ 『光をもとめて』三六
―
三七頁）と。永井と高尾の微笑ましいエピソードでもある。
（
24）関西学院大学学院史編纂室所蔵史料。また「私は、年配の方はお読みになった方もあろうかと
思いますが、 『死線を越えて』とか『一粒の麦』などを読みまして、神戸の貧民街で結核 冒されながらも、そこに暮す人々と生活を共にされた賀川先生の足跡を、少しでも追っていきたいという気持ちを抱いて、関西学院大学文学部社会学科に進みました」 （ 『光をもとめ 』四〇頁）と回顧している。
（
25）ヘレン・ケラーの 学訪問については、 拙稿「岩橋武夫研究覚書
―
その歩みと業績を中心に」 （ 『関
西学院大学人権研究』一三号 二〇〇九）を参看されたい
（
26）本間一夫『指と耳で読む』 （岩波書店、一九八〇）四一頁。
（
27） 『朝日新聞』大阪版（一九四〇年四月一日）
（
28）同右。
（
29）竹内愛二については、岡本民夫「竹内愛二
―
『ケースウォーク』から『専門社会事業研究』へ」
室田編 『人物でよむ社会福祉の思想と理論』 （ミネルヴァ書房 二〇一〇） 等があり、 倉田和四生 中島重と「社会的基督教」 』 （関西学院大学出版会、二〇一五）に 竹内 中島重との関係、そして社会的基督教との関わりが論じられている。
（
30）越岡ふみと関西盲老人ホームについては、森田昭二『盲人福祉の歴史
―
近代日本の先覚者たち
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の思想と源流』 （明石書店、二〇一五）にも触れられている。
（
31） 『光をもとめて』四三頁。
（
32）関西学院大学学院史所蔵史料 当時の『関西学院新聞』一八九号（一九四二年九月二〇日）には、「国家の要望に鑑み本年度大学学部第七回、専門部文学部第廿七回、高等商業学校第廿九回卒業式は昨年度より三ケ月例年より六ケ月短縮され、九月十九日午前九時より中央講堂にて、成田兵庫県知事をはじめ、名士多数列席のもとに、盛大に挙行された」と報じられている。つまり国家の非常事態に鑑み、例年の三月卒業というより半年間早い卒業式であった。
（
33） 盲人会館については 『視覚障害者とともに
50年
―
社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会の歩み』 （東
京ヘレン・ケラー協会、二〇〇〇）を主に参照した。
（
34） 『視覚障害者とともに
50年』三二頁。
（
35）同右、三三頁。
（
36）松井新二郎（一九一四
―
一九九五）については、松井新二郎伝刊行会『盲人福祉の新しい時代
―
松井新二郎の戦後
50年
―
』 （冨山房インターナショナル、二〇〇五）を主に参照した。彼には
『手の中の顔
―
「視覚障害者の自立の夢を追いつづけた失明者の記録」 』 （橘出版、一九九〇）と
いう自伝がある。
（
37） 『光をもとめて』六三頁。
（
38）同右、同頁。
（
39）松井新二郎伝刊行会『盲人福祉の新しい時代
―
松井新二郎の戦後
50年
―
』三七頁。松井自身も
この件について、この時の状況を前掲自伝『手の中の顔』の中で「いつまでも赤々と燃えている熱気の前に立って、本当に泣くに泣けない気持ちでした」 （五六頁）と悔しさを回顧 る。
（
40） 『光をもとめて』六三 参照。
（
41）当時の高尾を振り返り、土屋は「私が中学時代 憲法の普及運動として各学校を回って活躍を
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しておられ、憲法を教わったことを覚えております」 （ 『光をもとめて』一四七
―
一四八頁）と
いうような思い出を語っている。
（
42） 『光をもとめて』 六八
―
六九頁。また錦織義宣は高尾、 加藤千代三 （島根新聞） らと共に 「青年の家」
運動を起こ 「県内に三十六の『青年の家』の看板を掲げることに成功し」 「これが島根県における青年団運動の濫觴」 （同、七〇頁）であったと回顧している。
（
43）ヘレン・ケラー再来日の経緯については、さしあたり拙稿「本間一夫の生涯と事業」 『関西学院
史紀要』二〇号
 （二〇一四）を参看されたい。
（
44）日本盲人会連合
50年史編集委員会編『日本盲人会連合五十年史』 （日本盲人会連合、一九九八）
四六頁。
（
45）同右、四七頁。
（
46）同右、同頁。
（
47）島根県視覚障害者福祉協会編『結成
50周年記念誌』 （一九九九）収載の小川幹雄の文章「協会の
あゆみ」より。
（
48）島根県立盲学校の歴史については『島根県立盲学校一〇〇年史』 （島根県立盲学校、二〇〇五）
を参照した。ちなみに創立者の福田与志については『改訂復刻版 　福田与志伝』 （二〇〇五）を参照した。
（
49） 「愛の鉛筆運動」の会計役を受け持っていた増田忠三は「この運動には学校の先生方が時には授
業もほったらかしで全県下各学校への鉛筆の荷造り発送などに当り、よく文句も言わずやものである。鉛筆の売上げ金が大分たまった時高尾先生の発案で当時話題になった保全経済界という金融業が利子を一ケ月五分も出すというので、これに預けることになった」 『光をもとめて』 （七三頁）云々と回顧している。
（
50）島根ライトハウス編『社会福祉法人島根ライトハウス創立
50周年記念誌』 （二〇〇九）一六頁。
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（
51）本間一夫・加藤善徳『欧米の盲人福祉をたづねて
―
世界盲人福祉会議と欧米の盲人施設
―
』 （日
本点字図書館、一九六五）三二頁。
（
52）同右、三六頁。
（
53） 『愛盲時報』五八号（一九六七年七月一日）
（
54） 『愛盲時報』五九号（一九六七年一一月一日）
（
55）長谷部薫は自伝『この人びとに青い鳥を』 （大空社、一九九七、復刻版）に、 「それから昭和
四十一年の奈良大会で副会長になった私は、招かれてソビエトの盲人事情を二十二日間にわたって視察し、そ 印象記『盲人の見て来たソヴィエット・ロシア』のパンフレットを発行し、全国の関係者に配った」 （二四五頁）と書いている。し しこのパンフレットについて筆者は未見である。
（
56）長谷部薫「ソビエト盲人代表を迎える」 『この人びとに青い鳥を』所収（二四一
―
二五八頁）に
歓迎の様子が書かれている。
（
57）同行した長谷部はこのソビエト訪問に関して「実際に行ってみると、全ソ盲人協会が意外に強
大な組織で、その二百五十二もある直営工場で、 万三千人もの盲人労働者が働いているということを聞かされて、私たちはほんとうにびっくりしてしまった。また、行政や盲学校の運営などにも、協会が大きな発言権を持っていること。独自のクラブやサナトリウムや保養所が整備されていること。日本の盲人の職域がはり・きゅう・あんま業に片寄 の対して、ソビエトではあらゆ職域が解放されていること。盲人 労働条件や年金制度が行き届いていることなど」 （ 『この人びとに青い鳥を』二五一頁）と瞠目した様子が回顧されている。
（
58） 『光をもとめて』収載の年表、一七〇頁。
（
59） 『日本盲人会連合五十年史』 （日本盲人会連合、一九九八） 、八四
―
八五頁。ちなみにこの文章は
一九七二年に刊行された 点字日本』六月号に掲載された のである。
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（
60） 『愛盲時報』七九号（一九七三年一月二〇日）
（
61） 『愛盲時報』八二号（一九七四年一月二一日）
（
62） 『愛盲時報』八三号（一九七五年一月三〇日）
（
63） 『愛盲時報』八六号（一九七六年 月二五日）
（
64） 『愛盲時報』九六号（一九八〇年 月 五日）
（
65）この時の評議員会の詳細については、 『愛盲時報』九七号（一九八〇年四月一日）による。
（
66） 『日本盲人会連合五十年史』 日本盲人会連合、 九八） 収載の 「日本盲人会連合役員名簿」 による。
（
67） 『光をもとめて』一六九頁。
（
68）島根ライトハウス所蔵になる当時の『新聞 資料による。
（
69） 『読売新聞』 （一九九〇年五月 日）では「高尾さん偲び 〇〇人 　元 本盲人連会長の告別式」
のタイトルで、告別式の様子が写真入りで報じられている。
（
70）例えば『読売新聞』 （一九 〇年五月八日）では「高尾さん、長生きしてほしかった 　地元深い
悲しみ 　元日本盲人連会長死去」 、 『山陰中央新報』 （一九九〇年五月九日）では「障害者福祉向上に尽力 　高尾正徳さんの死を惜しむ」というように、追悼がなされている。
（
71） 『山陰中央新報』 （一九九〇年五月二一日）
（
72） 『読売新聞』 （一九九〇年五月八日）
（
73）高尾の胸像建立運動については『光をもとめて』参照。ちなみにこの像を作成したのは倉澤実
である。倉澤は「高尾正徳先生の肖像彫刻を制作 て （ 『光をもとめて』胸像）というという文章の中で、高尾のイメージを「心持ち顎を前に出して、懸命に話し、懸命に耳を傾け 姿が如何にも先生の優しさを現していると思い、肖像彫刻にはそのポーズを採用」したと述べている。
（
74）高尾「創立二十周年を迎えて」 『島根ライトハウス創立二〇周年記念誌 （一九七 ）所収。
（
75） 『光をもとめて』四三頁。
88
　＊この小論をまとめるにあたって、金山和佳氏（島根ライトハウスライブラリー） 、高尾肇氏（島根
ライトハウス常務理事）には貴重な資料の閲覧、高尾家のこと等々御教示いただき、本当にお世話になりました。そして島根県視覚障害者協会会長の小川幹雄氏、吉田トキ江氏の諸氏から、貴重なお話を聞くことが出来、感謝申し上げます。さらに雲南市立飯石小学校の星野幸雄校長、大阪府立視覚支援学校の松村高志校長からも資料閲覧等お世話になりました。最後になりましたが今回も関西学院大学学院史編纂室の神田孝一氏はじめスタッフ 皆様に感謝申しあげます。
